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は
じ
め
に

　

近
代
山
形
の
郷
土
史
家
、
伊
佐
早
謙
（
一
八
五
八―

一
九
三
〇
）⑴
が
収
集
し
た

蔵
書
「
林
泉
文
庫
」
は
、
山
形
県
公
立
大
学
法
人
附
属
図
書
館
（
以
下
、
当
館
）
に

所
蔵
す
る
一
〇
二
部
五
〇
七
冊
の
ほ
か
に
、
現
在
、
山
形
県
内
の
各
所
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
【
表
１
】。
こ
の
う
ち
、
市
立
米
沢
図
書
館
が
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）

に
同
館
の
目
録
で
あ
る
『
林
泉
文
庫
目
録
』
を
刊
行
し
、
そ
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
⑵
。

　

本
稿
は
当
館
の
前
身
で
あ
る
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
図
書
館
が
、
昭
和
三
十
一

年
頃
に
受
入
を
行
っ
た
林
泉
文
庫
の
目
録
で
あ
る
。
目
録
は
、
石
黒
志
保
（
山
形
大

学
人
文
社
会
科
学
部
）
と
阿
部
光
柚
（
当
館
司
書
）
が
作
成
に
あ
た
っ
た
。

一
、
林
泉
文
庫
の
来
歴

　

伊
佐
早
謙
が
郷
土
史
家
と
し
て
、
ま
た
上
杉
家
史
の
編
纂
過
程
で
収
集
し
た
資
料

も
含
ま
れ
て
い
る
林
泉
文
庫
は
、
伊
佐
早
の
自
宅
が
あ
っ
た
米
沢
市
林
泉
寺
町
か
ら

そ
の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
近
年
に
な
り
、
林
泉
文
庫
の
研
究
は
伊
佐
早
の
郷
土

史
家
と
し
て
の
業
績
と
と
も
に
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
⑶
。
特
に
平
成
二
十
五
年（
二

〇
一
三
）、
う
る
ま
市
教
育
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、「
蔡
大
鼎
『
伊
計
村
遊
草
』
等

調
査
研
究
事
業
」
と
し
て
当
館
に
来
訪
し
、
資
料
番
号
18
『
見
聞
』
及
び
資
料
番
号

80
『
朱
子
記
録
』
が
琉
球
関
係
資
料
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
そ
の

顕
著
な
例
で
あ
ろ
う
⑷ 

。

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
四
月
に
米
沢
図
書
館
館
長
を
辞
し
た
伊
佐
早
は
、
同
年
六

月
五
日
に
死
去
、
遺
言
に
よ
り
林
泉
文
庫
は
上
杉
家
に
寄
贈
さ
れ
た
。
昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
）、
そ
の
大
半
の
一
万
一
二
四
〇
冊
が
市
立
米
沢
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
、

そ
の
際
、
林
泉
文
庫
の
目
録
で
あ
る
『
林

泉
文
庫
寄
贈
書
及
書
目
』（
以
下
、『
書

目
』）
が
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
伊
佐

早
没
後
の
翌
年
に
同
家
を
訪
ね
た
東
北
帝

国
大
学
司
書
官
の
田
中
敬
氏
に
よ
れ
ば
、伊

佐
早
遺
書
は
、
米
沢
図
書
館
館
長
の
蘆
川

良
輔
ら
に
よ
っ
て
目
録
作
成
が
行
わ
れ
て

い
た
ら
し
く
、
こ
の
目
録
と『
書
目
』
と
の

関
連
が
考
え
ら
れ
る
⑸
。
昭
和
十
三
年
一
月

二
十
日
の
「
米
沢
新
聞
」に
は
「
伊
佐
早
文

庫　

上
杉
家
に
寄
附
図
書
館
に
保
管
す

る
」
と
の
記
事
が
あ
り
、
伊
佐
早
が
収
集

し
た
資
料
群
は
郷
土
史
研
究
上
、
貴
重
な

古
文
書
が
多
く
、
伊
佐
早
没
後
、
郷
土
史

家
た
ち
は
遺
族
に
図
書
館
へ
委
託
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、

当
時
に
お
い
て
も
伊
佐
早
の
蔵
書
群
へ
の

関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

山
形
県
公
立
大
学
法
人
附
属
図
書
館
所
蔵
「
林
泉
文
庫
」
目
録 

石 

黒 

志 

保
・
阿 

部 

光 

柚

【表１】山形県内の主たる林泉文庫

1,634
109
48

5,516

507

1,987



－ 52 －

　

現
在
、
そ
の
『
書
目
』
は
市
立
米
沢
図
書
館
に
二
冊
、
山
形
大
学
附
属
図
書
館
に

一
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
書
目
』
が
重
要
な
点
は
、
昭
和
十
三
年
時
点
の
伊

佐
早
の
自
宅
に
あ
っ
た
林
泉
文
庫
の
全
容
が
確
認
さ
れ
う
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
資
料
の
存
在
も
県
外
で
散
見
さ
れ
る
⑹
。
恐
ら
く
そ
れ

は
伊
佐
早
生
前
に
手
放
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
、「
林
泉
文
庫
」
等
の
蔵
書
印
が
捺

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
文
庫
に
あ
っ
た
も
の
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
蔵
書
印

（
⑦
⑧
は
落
款
か
）
は
、
現
在
、
八
点
確
認
し
て
い
る
が
、
資
料
番
号
53
『
津
軽
一

統
志
』
の
奥
書
に
は
伊
佐
早
の
字
で
「
大
正
二
年
癸
丑
十
二
月
於
弘
前
市
購
得　

読

史
堂
主
人
謙
」
と
あ
り
、「
兼
印
」
と
も
う
一
つ
判
読
不
明
の
印
章
が
あ
っ
た
。
他

本
に
な
い
か
現
在
確
認
中
だ
が
、
そ
れ
以
外
、
八
点
の
印
章
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　

①
「
林
泉
文
庫
」（
縦
三
、
三×

横
一
、
二
㎝
）

　

②
「
羽
前　

米
沢
市　

林
泉
寺
町　

伊
佐
早
謙
」（
縦
五
、
五×

横
二
、
二
㎝
）

　

③
「
伊
佐
早
蔵
本
」（
縦
三
、
七×

横
三
、
七
㎝
）

　

④
「
伊
佐
早
謙
」（
縦
三
、
〇×

横
三
、
〇
㎝
）

　

⑤
「
伊
佐
早
兼
古
書
之
宝
」（
縦
二
、
二×

横
一
、
三
㎝
）

　

⑥
「
伊
佐
早
謙
字
君
益
之
印
」（
縦
一
、
七×

横
一
、
七
㎝
）

　

⑦
「
兼
印
」（
縦
一
、
一×

横
一
、
一
㎝
）

　

⑧
「
君
氏
益
」（
縦
一
、
一×

横
一
、
一
㎝
）

　

こ
の
う
ち
当
館
で
確
認
し
た
蔵
書
印
は
①
②
③
⑤
⑥
⑦
で
あ
る
。
さ
ら
に
林
泉
文

庫
の
指
標
と
な
り
う
る
も
の
に
、【
写
真
１
】
貼
紙
・
付
箋
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
貼

紙
、
付
箋
①
は
伊
佐
早
自
身
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
付
箋
②
は
県
外
で
散

見
さ
れ
る
林
泉
文
庫
に
は
未
だ
確
認
さ
れ
ず
、
伊
佐
早
没
後
、
林
泉
文
庫
を
整
理
し

た
段
階
、
つ
ま
り
寄
託
さ
れ
て
い
た
米
沢
図
書
館
で
貼
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ

の
付
箋
②
と
関
連
が
あ
り
そ
う
な
も
の
が
ラ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
資
料
名
の
一
文

字
目
と
「
図
書
館
」
の
意
味
の
「
図
」
と
の
記
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
『
書
目
』
の
内
容
に
戻
る
が
、
そ
の
『
書
目
』
は
、『
米
沢
藩
興
譲
館
書
目

集
成　

第
四
巻　

林
泉
文
庫
書
目
解
題
・
解
説
』
に
、
全
文
写
真
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

原
本
は
市
立
米
沢
図
書
館
の
事
務
室
で
使
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
書
き
込

み
が
加
え
ら
れ
て
い
る
⑺
。
そ
の
見
返
し
に
は
同
館
の
寄
贈
印
で
「
昭
和
十
三
年
十

月　

上
杉
家
」
と
捺
さ
れ
て
お
り
、こ
の
『
書
目
』
も
林
泉
文
庫
に
付
随
し
て
寄
託

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
市
立
米
沢
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
二
冊
の
『
書

目
』
の
目
次
に
は
手
書
き
で
、

　
　

書
目　

一　

上
杉
家
本
邸
所
蔵
目
録

　
　

書
目　

二　

市
立
米
沢
図
書
館
寄
託
書
目
録

　
　

書
目　

三　

伊
佐
早
家
保
留
書
目
録

と
あ
り
、
す
べ
て
市
立
米
沢
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
上
杉
家
本
邸
と

伊
佐
早
家
に
保
留
さ
れ
た
林
泉
文
庫
も
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
上

杉
家
本
邸
に
残
さ
れ
た
も
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
同
家
よ
り
市
立

米
沢
図
書
館
が
購
入
し
た
「
上
杉
文
書
」
五
〇
六
二
点
の
な
か
に
多
く
は
組
み
込
ま

れ
、
同
文
書
と
し
て
現
在
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
に
て
整
理
さ
れ
て
い
る
⑻
。

　

こ
の
寄
贈
の
背
景
に
は
上
杉
隆
憲
氏
と
米
沢
市
と
の
協
議
が
あ
り
、
上
杉
家
が
所

【写真１】
　資料番号17『継日舎雑抄』

貼紙

ラベル

付箋②

付箋①



－ 53 －

蔵
す
る
郷
土
関
係
の
資
料
一
切
の
譲
渡
を
前
米
沢
市
長
の
登
坂
又
蔵
と
上
杉
家
と
で

話
し
合
わ
れ
て
き
た
こ
と
、
林
泉
文
庫
の
う
ち
市
立
米
沢
図
書
館
で
不
必
要
な
も
の

は
上
杉
家
に
返
却
す
る
こ
と
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
た
と
「
米
沢
新
聞
」一
九
五
三

年
四
月
十
五
日
に
記
事
が
あ
る
。さ
ら
に
、
市
立
米
沢
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
る
古
文

書
類
は
あ
わ
せ
て
一
五
〇
〇
冊
に
上
り
、
山
形
大
学
附
属
図
書
館
教
育
学
部
分
館
が

三
十
万
円
と
査
定
し
た
後
、
米
沢
市
は
二
十
五
万
円
で
の
追
加
予
算
計
上
を
行
っ
た

と
い
う
（「
米
沢
新
聞
」
一
九
五
三
年
四
月
十
八
日
）。
こ
の
記
事
中
の
古
文
書
類

と
は
林
泉
文
庫
だ
け
で
は
な
く
、
上
杉
文
書
も
含
ん
で
い
た
が
、
市
立
米
沢
図
書
館

は
林
泉
文
庫
の
う
ち
郷
土
に
関
す
る
資
料
を
選
定
し
た
結
果
、
一
一
一
八
冊
を
購
入

し
⑼
、
翌
年
、
残
り
の
林
泉
文
庫
を
山
形
大
学
附
属
図
書
館
教
育
学
部
分
館
、
瑞
龍

院
龍
門
図
書
館（
白
鷹
町
）
、そ
し
て
当
館
が
購
入
し
た
⑽
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も「
書

目
二　

市
立
米
沢
図
書
館
寄
託
書
目
録
」
の
中
か
ら
の
購
入
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
。

　

で
は
当
館
の
購
入
履
歴
は
、『
図
書
原
簿
』
及
び
資
料
自
体
に
捺
さ
れ
た
受
入
印

【表２】当館『図書原簿』に見られる当館所蔵「林泉文庫」（受入順）

実
羽

いさよいの
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に
て
判
明
し
、
そ
の
日
付
は
昭
和
三
十
一
年
六
月
十
八
日
〜
二
十
二
日
、二
十
六
日
及

び
翌
年
五
月
二
十
五
日
の
も
の
で
あ
る
⑾
。
後
述
す
る
が
、
こ
の
林
泉
文
庫
の
購
入
は

本
学
の
開
校
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
国
文
学
関
係
書
を
主
と
し
て
購
入
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
当
館
の
林
泉
文
庫
が
『
図
書
原
簿
』
に
す
べ
て

記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。『
図
書
原
簿
』
に
記
さ
れ
る
林
泉
文

庫
は
【
表
２
】
の
七
十
部
で
あ
る
。
本
目
録
で
確
認
し
て
い
る
林
泉
文
庫
の
総
数
一

〇
二
部
よ
り
も
少
な
く
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
な
い
林
泉
文
庫
が
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
留
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。

『
図
書
原
簿
』
中
に
記
載
の
「
受
入
先
」、
こ
こ
は
「
購
入
先
」
と
捉
え
て
よ
い
と

思
わ
れ
る
が
、「
上
杉
氏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
十
三
年
に
上
杉

家
か
ら
市
立
米
沢
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
林
泉
文
庫
は
、
そ
れ
を
昭
和
三
十
年
代
に

各
館
で
分
割
購
入
し
た
た
め
、「
購
入
先
」
が
「
上
杉
氏
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
当

然
で
あ
ろ
う
が
、
当
館
の
林
泉
文
庫
整
理
過
程
に
お
い
て
『
図
書
原
簿
』
が
こ
の
表

記
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
購
入
総
数
が
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
後
の
調
査
研
究

や
目
録
作
成
に
混
同
を
招
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。で
は
、

当
館
に
お
け
る
林
泉
文
庫
整
理
過
程
を
見
て
い
き
た
い
が
、
現
在
、
残
念
が
ら
そ
の

過
程
を
知
る
者
は
少
な
く
、
ま
ず
は
本
学
の
開
学
か
ら
同
文
庫
と
の
関
係
に
つ
い
て

見
て
い
き
た
い
。

　

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
開
学
し
た
本
学
は
、
同
三
十
一
年
四
月
に
は
国

語
科
を
開
設
、
林
泉
文
庫
の
購
入
も
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
「
米

沢
に
伝
来
す
る
貴
重
書
を
調
査
・
研
究
す
る
機
関
が
必
要
」
で
あ
っ
た
が
、
開
学
時

に
は
短
大
設
置
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
校
舎
の
完
成
や
専
門
図
書
や
機
械
器
具
、

専
任
教
員
の
増
強
な
ど
を
二
年
以
内
に
行
う
こ
と
が
条
件
と
し
て
付
さ
れ
て
い
た
⑿
。

附
属
図
書
館
も
設
置
最
低
基
準
の
六
二
〇
〇
冊
の
図
書
を
揃
え
る
た
め
、
当
時
、間

借
り
し
て
い
た
山
形
県
立
米
沢
東
高
等
学
校
、
そ
し
て
近
隣
の
図
書
館
で
あ
る
市
立

米
沢
図
書
館
、
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
等
か
ら
借
用
し
、
設
置
基
準
審
査

に
臨
ん
で
い
た
と
い
う
⒀
。
そ
の
よ
う
な
中
で
林
泉
文
庫
を
上
杉
家
か
ら
購
入
し
、国

語
科
に
お
け
る
教
育
研
究
の
目
的
で
購
入
し
た
た
め
、
国
文
学
資
料
が
多
い
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

　

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）、
本
学
に
日
本
史
学
科
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
機

に
、
地
域
史
研
究
の
一
環
で
興
譲
館
蔵
書
な
ど
「
上
杉
家
御
譲
本
」
の
所
在
調
査
が

行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
、『「
上
杉
家
御
譲
本
」
の
所
在
調
査
と

そ
の
史
的
研
究
』（
研
究
代
表
者
は
東
海
林
静
男
教
授
。
以
下
、『
報
告
書
』）
で
あ

る
⒁
。調
査
は
昭
和
六
十
一
年
〜
六
十
三
年
に
か
け
て
行
わ
れ
、
そ
の
『
報
告
書
』に

※No.70は、昭和62年８月に不明となり、平成３年に除籍したとの記述あり。

表２ 当館『図書原簿』に見られる当館所蔵「林泉文庫」つづき

１
１

１
１

円

１

円
円

１

昭和32.5.25
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は
瑞
龍
院
龍
門
図
書
館
及
び
当
館
の
林
泉
文
庫
の
目
録
と
解
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
い
く
つ
か
の
疑
問
に
ぶ
つ
か
る
。
一
つ
は
、『
報
告
書
』
に
記
さ

れ
て
い
る
資
料
目
録
・
解
題
は
、
龍
門
図
書
館
と
当
館
の
林
泉
文
庫
の
も
の
で
あ
る

が
、
し
か
し
『
報
告
書
』
は
、
そ
の
研
究
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
「
興
譲
館
蔵
書

を
主
と
し
た
『
御
譲
本
』
」の
調
査
か
ら
始
め
ら
れ
、
は
じ
め
か
ら
林
泉
文
庫
の
調

査
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
『
書
目
』
か
ら
分
割
購
入
し
た
来
歴
を

知
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
⒂
。『
報
告
書
』
の
「
は
し
が
き
」
に
は
、
調
査
を

進
め
て
い
く
上
で
、
従
来
、
市
立
米
沢
図
書
館
に
の
み
伝
来
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
て
い
た
林
泉
文
庫
が
、
瑞
龍
院
龍
門
図
書
館
、
山
形
大
学
附
属
図
書
館
、
山
形
県

立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
い
う
⒃
。
そ

の
上
で
本
調
査
に
お
け
る
「
上
杉
御
譲
本
」
と
は
、「
戦
後
、
昭
和
二
九
〜
三
〇
年

に
か
け
て
上
杉
家
か
ら
各
所
に
分
散
移
譲
さ
れ
た
、
主
と
し
て
旧
林
泉
文
庫
蔵
書
」

を
指
す
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
館
の
『
図
書
原
簿
』
に
お
い
て
も
「
上
杉

氏
」
と
購
入
先
が
記
さ
れ
、
受
入
総
数
も
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で

あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
証
左
と
し
て
今
回
の
調
査
で
わ
か
っ
た
の
だ
が
、『
報

告
書
』
所
収
の
「
山
形
県
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵　

旧
林
泉
文
庫
仮

目
録
」（
以
下
、「
仮
目
録
」）
及
び
「
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵（
旧
伊
佐
早
謙
蔵
書
本
）
善
本
解
題
」（
以
下
、「
善
本
解
題
」
）に
所
収
さ
れ
て

い
る『
拾
芥
抄
』（
三
巻
六
冊
、
寛
永
十
九
年
版
、
大
本
）
は
、『
書
目
』
に
記
さ
れ

て
お
ら
ず
、
か
つ
林
泉
文
庫
の
蔵
書
印
等
も
捺
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
上
、
京
神
田

の
古
本
屋
で
あ
る
一
誠
堂
の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
本
学
の
開
学
当
初
の
『
図

書
原
簿
』
に
は
一
誠
堂
か
ら
の
購
入
履
歴
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の『
拾
芥

抄
』は
林
泉
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
資
料
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
⒄
。つ
ま
り
、

『
報
告
書
』
刊
行
時
に
お
い
て
、
す
で
に
当
館
の
林
泉
文
庫
と
他
の
古
典
籍
類
が
館

内
で
混
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
し
う
る
⒅
。

　

ま
た
反
対
に
『
報
告
書
』
に
は
未
掲
載
の
林
泉
文
庫
で
あ
る
が
、『
書
目
』
や『
図

書
原
簿
』
に
は
掲
載
が
あ
る
『
山
形
県
会
史
』（
資
料
番
号
102
）
が
当
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
書
目
』
に
掲
載
が
あ
る
こ
と
、
林
泉
文
庫
を
示
す

付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
た
こ
と
、『
図
書
原
簿
』
に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
本
目

録
に
追
加
し
た
。

　
『
報
告
書
』
に
記
さ
れ
る
「
仮
目
録
」
に
は
九
十
四
部
、「
山
形
県
立
米
沢
女
子
短

期
大
学
蔵　

旧
林
泉
文
庫
書
誌
解
題
⑴
⑵
」（
以
下
、「
解
題
」）
に
は
九
十
六
部
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
部
数
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
の
目
録
作
業
で
あ
ら
た

め
て
確
認
し
た
⒆
。
さ
ら
に
本
学
の
林
泉
文
庫
は
当
館
で
所
蔵
さ
れ
て
き
た
が
、
ほ

か
の
古
典
籍
と
と
も
に
目
録
採
取
を
学
生
と
と
も
に
行
な
っ
た
形
跡
が
あ
り
、
そ
の

一
部
に
請
求
記
号
が
振
ら
れ
て
い
る
が
、
資
料
番
号
と
そ
れ
自
体
の
対
置
が
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
資
料
の
散
逸
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　

今
回
、『
報
告
書
』
に
記
載
の
「
仮
目
録
」
及
び
「
解
題
」
を
参
照
し
な
が
ら
、新

た
に
資
料
番
号
を
付
し
、
中
性
紙
の
保
存
容
器
に
入
れ
、
収
蔵
場
所
を
当
館
の
書
庫

に
移
動
し
た
。

二
、
当
館
の
林
泉
文
庫

　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
発
行
さ
れ
た
『
報
告
書
』「
善
本
解
題
」
に
お
い
て

「
善
本
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
二
点
で
あ
り
、
一
つ
は
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四

四
）
刊
行
の
資
料
番
号
26
『
古
事
記
』、
も
う
一
つ
は
寛
永
十
九
年
刊
行
の
『
拾
芥

抄
』
で
あ
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
こ
の
資
料
は
林
泉
文
庫
で
は
な
い
。

（
一
）『
古
事
記
』
資
料
番
号
26

　

同
資
料
に
は
伊
佐
早
が
書
い
た
付
箋
①
が
あ
り
、「
正
保
元
年
版
」
と
記
さ
れ
て

い
る
⒇
。
ま
た
下
巻
巻
末
に
「
寛
永
廿
一
甲
申
歳
孟
夏
吉
辰　

観
音
町
風
月
宗
智
刊

行
」と
あ
る
が
、
風
月
堂
は
寛
永
期
か
ら
明
治
期
ま
で
京
都
で
出
版
業
を
営
ん
だ
書

肆
で
、
宗
智
は
そ
の
初
代
店
主
で
あ
る
。
こ
の
『
古
事
記
』
と
同
版
本
が
市
立
米
沢

図
書
館
所
蔵
の
米
沢
善
本
一
五
八
に
収
書
さ
れ
、「
興
譲
館
蔵
書
」
の
捺
印
が
あ
る
21
。

米
沢
図
書
館
本
の
『
古
事
記
』
は
、
同
館
の
前
身
で
あ
る
財
団
法
人
米
沢
図
書
館
に
、
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興
譲
館
財
団
か
ら
明
治
期
に
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
、『
書
目
』
に
記

載
の『
古
事
記
』
は
、「
林
泉
文
庫
」
印
及
び
「
伊
佐
早
蔵
書
」
印
が
あ
る
当
館
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
「
寛
永
古
事
記
」
と
呼
ば
れ
る
古
い
版
本
の
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
琉
球
関
係
資
料

　

伊
佐
早
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
か
ら
上
杉
家
史
料
編
纂
を
委
嘱
さ
れ
、

自
宅
で
も
そ
の
編
纂
を
行
っ
て
い
た
22
。
そ
の
関
係
に
よ
る
も
の
か
、「
御
記
録

所
」
印
が
捺
さ
れ
た
資
料
番
号
16
『
軍
書
秘
伝
集
』
も
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
伊
佐

早
は
上
杉
家
史
編
纂
の
一
環
で
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
米
沢
藩
最
後
の
藩

主
で
あ
り
、
第
二
代
沖
縄
県
令
で
あ
っ
た
上
杉
茂
憲
（
一
八
四
四
〜
一
九
一
九
）
の

遺
蹟
調
査
の
た
め
、
沖
縄
へ
調
査
に
行
き
、
資
料
収
集
に
努
め
た
。
そ
こ
で
伊
佐
早

自
身
、
関
心
の
あ
る
漢
詩
文
、
蔡
大
鼎
（
一
八
二
三
〜
没
年
不
詳
）
関
係
、林
世
功

（
一
八
四
二
〜
一
八
八
〇
）
関
係
の
資
料
も
持
ち
帰
っ
て
き
た
。
蔡
大
鼎
撰
『
北
燕

游
草
』
や
『
林
世
功
遺
稿
』（
山
形
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）、『
御
詩
和
韻
集
』
や

『
香
草
斎
詩
註
』（
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
が
山

形
県
内
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一

三
）、「
蔡
大
鼎
『
伊
計
村
遊
草
』
等
調
査
研
究
事
業
」
と
し
て
、
う
る
ま
市
教
育

委
員
会
の
調
査
メ
ン
バ
ー
が
来
県
し
、
当
館
の
『
見
聞
』
及
び
『
朱
子
記
録
』
が
琉

球
関
係
資
料
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
23
。
そ
し
て
翌
年
二
月
二
十
二
日
か

ら
三
月
九
日
、
う
る
ま
市
に
て
展
示
会
「
蔡
大
鼎
が
つ
な
い
だ
縁
『
伊
計
村
遊
草
』

と
の
出
逢
い
ー
大
陸
と
琉
球
と
山
形
・
米
沢
と
ー
」
を
開
催
、
当
館
か
ら
も『
見

聞
』、『
朱
子
記
録
』
の
資
料
の
貸
出
を
行
っ
た
24
。

　

で
は
、
う
る
ま
市
の
調
査
研
究
の
成
果
に
学
び
な
が
ら
、
当
館
の
琉
球
関
係
資
料

二
点
を
見
て
み
る
。『
見
聞
』
の
表
紙
に
は
「
毛
慶
昌
」
と
記
さ
れ
る
が
、「
毛
慶

昌
」に
つ
い
て
は
不
詳
。
本
文
は
五
点
の
資
料
「
西
山
真
先
生
教
子
齋
規
」、「
嘉
慶

三
年
諭
」、「
世
祖
章
皇
帝
御
製
臥
碑
」（
清　

順
治
九
年
﹇
一
六
五
二
﹈）、「
紫

陽
朱
夫
子
白
鹿
洞
教
条
」、「
朱
柏
廬
先
生
家
訓
」
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
25
。

 

ま
た
『
朱
子
記
録
』
は
、
そ
の
表
紙
に
「
伊
計
記
」
と
あ
り
、
蔡
氏
伊
計
家
旧
蔵

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
資
料
は
、
朱
熹
の
生
涯
と
そ
の
著
作
及
び
宋
代

以
降
の
朱
熹
の
国
家
祭
祀
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
26
。
末
尾
に
よ
る
と
「
侯

官
後
学
陳
功
篆
額
、
謝
宗
本
敬
書　

大
清
道
光
十
五
年
福
州
文
光
社
敬
勒
石
」
と
あ

り
、
福
州
府
侯
官
県
に
建
て
ら
れ
た
碑
文
を
抜
粋
し
た
も
の
が
こ
の
資
料
で
あ
る
。

「
後
学
」
と
は
、
南
宋
の
慶
元
三
年
（
一
一
九
七
）
に
同
地
で
朱
熹
が
講
学
し
た
記

録
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
清　

嘉
慶
二
年
（
一
七
九
七
）
の
進
士
で
あ
る
陳
功

が
篆
字
で
題
額
を
書
き
、
謝
宗
（
の
ち
進
士
に
及
第
）
が
撰
文
し
、
清　

道
光
十
五

年
（
一
八
三
五
）
に
刻
ん
だ
も
の
が
こ
の
碑
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
旧
興
譲
館
蔵
書
関
係
資
料

　

米
沢
藩
藩
校
の
書
庫
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
に
は
「
興
譲
館
蔵
書
」
印
が
捺
さ

れ
て
い
る
。
当
館
の
林
泉
文
庫
中
に
は
、
先
に
み
た
『
古
事
記
』
の
ほ
か
に
、
資
料

番
号
48
『
大
日
本
史
』
、資
料
番
号
77
『
通
鑑
綱
目
』
に
捺
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に

伊
佐
早
が
付
し
た
貼
紙「
此
之
巻
旧
藩
興
譲
館
在
館
諸
生
之
月
に
題
す
る
詩
集
な
り

　

以
当
時
之
文
学
之
盛
ん
な
る
を
見
る
べ
し
」
と
あ
る
、
資
料
番
号
54
『
月
雑
体
詩

集
』
は
興
譲
館
の
諸
生
が
詠
ん
だ
漢
詩
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
米
沢
藩
医
の
山
口

如
是
坊
（
立
元
）
や
神
保
蘭
室
の
歌
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）
旧
米
沢
蔵
書
等
資
料

　

資
料
番
号
23
『
古
今
類
句
』
見
返
し
に
は
、
伊
佐
早
の
識
語
「
本
書
全
四
十
八
巻

罹
元
治
元
年
四
月
十
五
日
之
災
焼
亡
、
今
存
零
本
壱
巻
而
已
、
明
治
三
十
四
年
十
一

月
廿
八
日　

謙
」
が
あ
り
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
四
月
十
五
日
の
「
小
森
沢
火

事
」
で
焼
け
残
っ
た
一
冊
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
27
。
同
書
に
は
「
林
泉
文
庫
」
印

の
ほ
か
に
「
米
沢
蔵
書
」
印
も
捺
さ
れ
て
お
り
、
米
沢
藩
の
藩
庫
に
あ
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
28
。
同
じ
く「
米
沢
蔵
書
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
資
料

番
号
97
『
城
西
聯
句
』
が
あ
っ
た
。こ
れ
は
五
山
僧
の
策
彦
周
良
（
一
五
〇
一
〜
一
五
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七
九
）
の
連
句
集
で
、
同
書
は
江
戸
時
代
初
期
の
写
本
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て

い
る
29
。

　

資
料
番
号
60
『
俳
諧
四
季
部
類
』
に
は
、
蔵
書
印
「
長
」
及
び
「
米
沢
大
町
大
和

屋
本
長
渡
部
氏
蔵
書
」
と
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
町
の
豪
商
「
大
和
屋
」
の
も

の
で
、
貸
本
屋
を
営
ん
で
い
た
同
家
の
書
物
類
は
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）、
財
団
法

人
米
沢
図
書
館
（
市
立
米
沢
図
書
館
の
前
身
）
が
、
そ
の
子
孫
か
ら
購
入
し
、
現
在

は
、
同
館
の
「
興
譲
館
本
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
下
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
30
。

　

伊
佐
早
が
特
に
重
要
で
あ
っ
た
と
見
做
し
て
い
た
書
物
に
捺
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
「
伊
佐
早
兼
古
書
之
宝
」
印

は
、
資
料
番
号
48
『
大
日
本
史
』、
資
料
番
号
65

『
明
月
記
』、
資
料
番
号
73
『
三
体
詩
』、
資
料
番
号

83
『
尚
書
』
に
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
『
尚
書
』
は

庄
内
藩
藩
校
の
致
道
舘
蔵
板
で
あ
り
、
ま
た
明
治

初
期
に
開
業
し
、
山
形
十
日
町
で
出
版
業
を
行
っ

て
い
た
佩
玉
堂
（
荒
井
清
作
）
の
印
章
も
捺
さ
れ

て
い
る
31
。
伊
佐
早
の
資
料
収
集
の
経
緯
が
窺
い
知

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

資
料
番
号
67
『
和
漢
年
契
』
は
、
中
国
と
日
本

の
暦
年
表
で
あ
る
。
資
料
に
は
「
窪
田
蔵
書
」
印

が
捺
さ
れ
て
お
り
、
興
譲
館
提
学
で
あ
っ
た
窪
田

茂
遂
（
一
八
一
七
〜
一
八
七
七
）
の
家
に
伝
わ
る

資
料
で
あ
る
。
こ
の
「
窪
田
蔵
書
」
の
多
く
は
、市

立
米
沢
図
書
館
の
興
譲
館
本
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

【
凡
例
】

　

本
目
録
は
、
山
形
県
公
立
大
学
法
人
附
属
図
書
館
に
所
蔵
す
る
林
泉
文
庫
の
目
録

で
あ
る
。
目
録
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、『「
上
杉
家
御
譲
本
」
の
所
在
調
査
と
そ

の
史
的
研
究
』
に
掲
載
の
、
以
下
の
三
目
録
及
び
当
館
に
残
る
「
林
泉
文
庫
目
録
」

【
写
真
２
】
を
参
考
に
整
理
を
行
っ
た
。

　

・「
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
旧
林
泉
文
庫
仮
目
録
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

  （
以
下
、「
仮
目
録
」）

　

・「
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
図
書
館
蔵
旧
林
泉
文
庫
書
誌
解
題

【写真２】山形県立米沢女子短期大学附属図書館所蔵 林泉文庫目録
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（
１
）」「
同（
２
）」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

（
以
下
、「
解
題
」）

　

・「
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（
旧
伊
佐
早
謙
蔵
書
本
）

　
　

善
本
解
題
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
下
、「
善
本
解
題
」）

　

・「
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
林
泉
文
庫
目
録
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
下
、「
目
録
」
【
写
真
２
】）

　

し
か
し
そ
の
四
目
録
に
は
、
資
料
番
号
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、「
仮
目

録
」
を
基
準
に
し
て
、
資
料
番
号
を
振
っ
た
。
ま
た
「
仮
目
録
」
に
載
っ
て
お
ら
ず
、

「
解
題
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
や
、
今
回
新
た
に
林
泉
文
庫
と
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
適
宜
、
番
号
を
付
し
た
。
尚
、
本
稿
中
に
記
し
た
が
、「
善
本
解
題
」
の
う

ち
『
拾
芥
抄
』
は
林
泉
文
庫
で
は
な
い
た
め
、
本
目
録
か
ら
は
除
外
し
た
。

　

ま
た
、
資
料
番
号
29
『
古
文
真
宝
前
集
』
の
中
巻
、
資
料
番
号
30
『
古
文
真
宝
後

集
』
の
上
下
巻
、
資
料
番
号
82
『
朱
子
詩
伝
膏
肓
』
の
下
巻
は
残
念
な
が
ら
所
在
不

明
で
あ
る
32
。

　

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
正
字
に
改

　
　
　

め
た
。

　

二
、
判
読
不
能
や
欠
損
し
て
い
る
も
の
は
、
□
で
示
し
た
。

　

三
、「『
書
目
』
書
名
」
に
は
、『
林
泉
文
庫
寄
贈
書
及
書
目
』
に
所
載
の
書
名

　
　
　

を
記
し
た
。

　

四
、「
著
者
名
」
に
つ
い
て
推
定
で
き
る
も
の
は
、﹇　

﹈
及
び
（　

）
で
示
し

　
　
　

た
。

　

五
、
出
版
事
項
に
は
、
な
る
べ
く
多
く
の
刊
記
を
記
し
た
。

⑴　

新
宮
学
「
近
代
山
形
最
初
の
郷
土
史
家
、
伊
佐
早
謙
の
仕
事
」（『
西
村
山
地

域
史
の
研
究
』
三
六
号
、
二
〇
一
八
年
）。

⑵　

市
立
米
沢
図
書
館
編
『
林
泉
文
庫
目
録
』、
一
九
六
四
年
。
の
ち
、
昭
和
五
十
八

年
（
一
九
八
三
）
に
改
訂
版
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
一
部
を
デ
ジ
タ
ル
公
開
し
て
い
る

（
市
立
米
沢
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

　

https://w
w
w
.library.yonezaw

a.yam
agata.jp/dg/

）。

⑶　

前
掲
論
文
⑴
、
新
宮
学
「
伊
佐
早
謙
撰　

西
方
君
紀
念
碑
と
早
期
の
『
米

琉
』」（『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
』
第
十
九
号
、
二
〇
一
八
年
）、

石
黒
志
保
「
伊
佐
早
謙
が
収
集
し
た
『
林
泉
文
庫
』
に
つ
い
て
ー
市
立
米
沢
図
書

館
蔵
書
を
中
心
に
ー
」（『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
』
第
二
十
三
号
、

二
〇
二
二
年
）。

⑷　
『
蔡
大
鼎
『
伊
計
村
遊
草
』
等
調
査
研
究
事
業
研
究
成
果
報
告
書
』、
沖
縄
県
う

る
ま
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
。
ま
た
同
調
査
団
は
、
山
形
大
学
附
属
博
物
館

所
蔵
の
林
泉
文
庫
に
も
二
十
八
点
の
沖
縄
・
琉
球
関
係
資
料
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し

て
い
る
。

⑸　

田
中
敬
「
山
形
県
の
図
書
館
」（『
図
書
館
雑
誌
』
第
一
三
五
号
、
一
九
三
一

年
）。
同
訪
問
記
に
は
伊
佐
早
の
書
斎
、
つ
ま
り
林
泉
文
庫
に
つ
い
て
「
孔
子
の
尊

像
を
安
置
し
、
床
の
間
に
は
自
筆
の
山
水
画
の
軸
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
伊
佐
早
が
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
酒
田
で
倒
れ
た
後
、
半
身

不
随
の
身
に
な
っ
て
も
、
資
料
の
収
集
や
山
水
画
を
描
い
て
い
た
と
、
そ
の
晩
年
に

つ
い
て
も
詳
し
く
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
『
書
目
』
作
成
に
つ
い
て
、
新
宮
氏
は
山
形
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
の

『
書
目
』
の
「
大
清
道
光
二
十
七
年
歳
次
丁
未
時
憲
書
」
の
項
に
「
大
日
本
弘
化
四

年
丁
未
之
暦
也
、
宣
宗
之
代
也
ト
先
考
朱
書
セ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
本
書
に

朱
書
さ
れ
て
い
る
筆
跡
は
伊
佐
早
謙
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
「
先
考
」
は
亡
父

を
指
し
、『
書
目
』
を
編
纂
し
た
の
は
息
子
の
信
氏
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
前

掲
論
文
⑴
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
書
目
』
は
、
伊
佐
早
遺
族
と
米
沢
図
書
館
周
辺

で
作
成
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
他
の
林
泉
文
庫
の
目
録
と
し
て
、
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購
入
し
た
時
の
確
認
印
で
あ
る
。

⑻　

市
立
米
沢
図
書
館
編
『
市
立
米
沢
図
書
館
架
蔵　

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版　

上

杉
文
書
目
録
』、
一
九
六
九
年
。
こ
の
序
に
お
い
て
、
上
杉
文
書
中
の
林
泉
文
庫
は

若
干
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
青
木
昭
博
氏
に
よ
っ
て
か
な
り
多
く
の
林
泉
文

庫
が
上
杉
文
書
中
に
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
尚
、
昭
和
二
九
年

（
一
九
五
四
）、
林
泉
文
庫
と
同
時
期
に
市
立
米
沢
図
書
館
で
購
入
し
た
「
上
杉
文

書
」
は
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
の
開
館
時
に
、
同
館

へ
移
管
さ
れ
た
。

　

ま
た
、【
写
真
１
】
の
ラ
ベ
ル
で
あ
る
が
、
上
杉
文
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
林
泉

文
庫
の
い
く
つ
か
の
資
料
に
は
、「
図
」
の
部
分
が
「
本
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
『
書
目
』
中
の
「
書
目
一　

上
杉
家
本
邸
所
蔵
目
録
」
を
指
し
て
い
る
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
『
書
目
』
及
び
ラ
ベ
ル
、
付
箋
②
は
、
同
館
に
お
い
て

整
理
し
た
と
き
に
設
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

⑼　

青
木
昭
博
「
解
説　

市
立
米
沢
図
書
館
の
蔵
書
と
現
在
の
興
譲
館
本
」、
前
掲

書
⑺
、
五
七
五
頁
）。
さ
ら
に
昭
和
三
十
一
年
に
は
市
立
米
沢
図
書
館
が
「
林
泉
文

庫
よ
り
追
加
分
」
と
し
て
約
一
二
〇
点
購
入
、
同
館
の
「
林
泉
文
庫
」
は
現
在
、
七

三
四
部
一
八
〇
五
冊
を
数
え
る
。
た
だ
し
、
現
在
、
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
分
類
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
検
討
を
要
す
る
。

⑽　

山
形
大
学
附
属
図
書
館
は
昭
和
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
十
一
月
十
八
日

の
期
間
、
六
度
に
分
け
て
購
入
、ま
た
瑞
龍
院
龍
門
図
書
館
も
同
年
に
購
入
し
て
い

る
（『
林
泉
文
庫
の
世
界
展
ー
伊
佐
早
謙
が
つ
な
い
だ
沖
縄
と
米
沢
』、
市
立
米
沢
図

書
館
・
山
形
大
学
附
属
博
物
館
編
、
二
〇
二
一
年
、一
八
頁
）。

⑾　

資
料
自
体
に
捺
さ
れ
て
い
る
日
付
印
と
、『
図
書
原
簿
』【
表
２
】
に
記
入
さ
れ

て
い
る
日
付
が
異
な
る
。
資
料
自
体
に
捺
さ
れ
て
い
る
日
付
で
一
番
早
い
も
の
が
昭

和
三
十
一
年
六
月
十
八
日
で
あ
る
。

⑿　
『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』、
米
沢
女
子
短
期
大

同
書
の
項
に
あ
る
「
林
泉
文
庫
書
目　

五
冊
」
と
、『
書
目
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
別
稿
と
し
た
い
（
一
〇
八
頁
）。

⑹　

早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
「
書
目
一　

上
杉
本
邸
所
蔵
目
録
」
内
（
後
述
）
に

記
さ
れ
る
『
応
仁
記
』（
請
求
記
号
リ05 　

12561

）、『
応
仁
記
』（
請
求
記
号
リ

0512562

）、『
明
徳
記
』（
請
求
記
号
ヘ12 

05081

）
の
所
蔵
が
あ
り
、
各
資
料
に

は
「
林
泉
文
庫
」
印
、「
伊
佐
早
兼
古
書
之
宝
」
印
の
い
ず
れ
か
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
館
に
は
、『
書
目
』
に
記
載
が
な
い
『
下
草
』（
請
求
記
号 

文
庫20 00078

）

も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、「
米
沢
蔵
書
」
印
、「
伊
佐
早
謙
古
書
之
宝
」
印
が
捺
さ

れ
て
お
り
、
林
泉
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
資
料
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
国
立
国
会
図
書
館
に
も
『
書
目
』
に
記
載
が
な
い
書
物
二
点
を
確
認
し
て

い
る
（『
遺
穂
集
』
四
巻
、
請
求
記
号831-52
、『
南
浦
文
集
』
三
巻
、
請
求
記
号

W
A
7-64

）。
同
じ
く
、
慶
應
義
塾
大
学
に
も
『
秀
祐
之
物
語
』、
請
求
記
号

110X
@
272@

1

）
の
所
蔵
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
林
泉
文
庫
」
印
、「
伊
佐
早
兼
古

書
之
宝
」
印
が
あ
る
。『
書
目
』
に
記
載
が
な
い
「
林
泉
文
庫
」
の
調
査
も
、
そ
れ

が
い
か
な
る
経
緯
で
収
蔵
さ
れ
た
の
か
、
検
討
を
要
す
る
。

⑺　
『
米
沢
藩
興
譲
館
書
目
集
成　

第
四
巻　

林
泉
文
庫
書
目
解
題
・
解
説
』（
岩

本
篤
志
編
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）。

　

市
立
米
沢
図
書
館
の
『
書
目
』
二
冊
に
は
そ
れ
ぞ
れ
番
号
印
「
16
番
」
と
「
17

番
」
が
付
け
ら
れ
、
事
務
室
用
と
し
て   

な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
印
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
の
が
「
17
番
」
の
『
書
目
』
で
、
同
書
に
写
真
版
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
番
号
は
、『
米
沢
善
本
の
研
究
と
解
題
』（
内
田
智
雄
編
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
燕

京
・
同
志
社
東
方
文
化
講
座
委
員
会
、
一
九
五
八
年
）
刊
行
後
に
、
同
館
の
専
門
職

員
用
に
付
け
ら
れ
た
整
理
番
号
で
あ
る
（
岩
本
篤
志
「
米
沢
藩
と
藩
校
興
譲
館
の
蔵

書
目
録
に
つ
い
て
」『
林
泉
文
庫
書
目
解
題
・
解
説
』
所
収
、
五
六
〇
頁
）。

　

ま
た
、
山
形
大
学
附
属
図
書
館
の
『
書
目
』
に
は
、「
教
」
印
が
付
け
ら
れ
て
お

り
、
同
大
学
の
附
属
図
書
館
教
育
学
部
分
館
で
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
五
）
に

レ
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学
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
五
十
周
年
記
念
誌
発
行
部
会
編
、
二
〇
〇

三
年
、
一
九
頁
。

⒀　

前
掲
書
⑿
、
八
四
頁
。

⒁　
『「
上
杉
家
御
譲
本
」
の
所
在
調
査
と
そ
の
史
的
研
究
』（
昭
和
六
一
〜
六
三

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
八
九
年
、
研
究
代
表
者　

東
海

林
静
男
）。

⒂　
『
報
告
書
』
に
先
ん
じ
て
『
米
沢
史
学
』
創
刊
号
に
は
、「
興
譲
館
・
伊
佐
早
・

酒
井
家
所
蔵
目
録
」（
瑞
龍
院
龍
門
図
書
館
所
蔵
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
奥
野
中

彦
編
、
一
九
八
五
年
）。
こ
の
こ
と
は
、こ
の
科
研
費
の
調
査
自
体
が
瑞
龍
院
龍
門
図

書
館
所
蔵
の
「
上
杉
家
御
譲
本
」
の
調
査
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⒃　

な
お
『
報
告
書
』
に
は
、
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
に
も
「
林
泉
文

庫
」
の
一
部
が
未
整
理
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和

六
〇
年
代
の
調
査
段
階
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
あ
る
。

⒄　
『
報
告
書
』
所
収
の
「
善
本
解
題
」（
奥
野
中
彦
編
）
に
は
、「
伊
佐
早
謙
蔵
書

本
」
と
し
て
採
取
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
奥
野
氏
が
林
泉
文
庫
と
判

断
さ
れ
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
。

⒅　

当
館
に
は
手
書
き
の
リ
ス
ト
「
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
図
書
館
所

蔵　

林
泉
文
庫
目
録
」【
写
真
２
】
が
残
っ
て
い
る
が
、
作
成
年
月
日
が
記
さ
れ
て

お
ら
ず
、『
報
告
書
』
刊
行
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
判
断
が
つ
か
な
い
。ま

た
、
こ
の
リ
ス
ト
に
は
七
十
三
部
の
タ
イ
ト
ル
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

左
記
資
料
は
「
林
泉
文
庫
と
推
定
さ
れ
る
も
の
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

雑
記
録　

？　

写　
　
　
　

（
資
料
番
号
101
）

      

雑
記
録　

写　
　
　
　
　
　

（
資
料
番
号
100
）

　
　

三
体
詩　
　
　
　
　
　
　
　

（
資
料
番
号
75
）

　
　

正
名
緒
言
（
乾
・
坤
）
写　

（
資
料
番
号
43
）

　
　

朱
子
詩
伝
膏
肓　
　
　
　
　

（
資
料
番
号
82
）

　
　

服
忌
提
要　

写　
　
　
　
　

（
資
料
番
号
61
）

　
　

太
平
策　

全　

写　
　
　
　

（
資
料
番
号
50
）

　
　

七
書
軍
器
図
説　
　
　
　
　

（
資
料
番
号
79
）

　

い
ず
れ
も
『
書
目
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
林
泉
文
庫
で
あ
る
が
、
こ
の
リ
ス
ト
作

成
時
に
も
受
入
過
程
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
た
め
、「
推
定
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
館
が
林
泉
文
庫
と
認
識
し
た
の
は
、
東
海
林
静
男
氏
ら
の
調

査
後
、
そ
し
て
近
年
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

⒆　
『
報
告
書
』
所
収
の
「
仮
目
録
」「
善
本
解
題
」
か
ら
は
、『
拾
芥
抄
』
を
林
泉
文

庫
か
ら
除
外
し
た
。
ま
た
、「
解
題
」
に
は
資
料
番
号
35
『
地
方
法
要
集
』
が
な

か
っ
た
。「
目
録
」
に
は
、
七
十
三
部
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
『
旧
岡
山

藩
学
校
之
図
』
は
林
泉
文
庫
で
は
な
い
た
め
除
外
し
、
七
十
二
部
を
林
泉
文
庫
と
し

て
確
認
し
た
。

⒇　

寛
永
二
十
一
年
十
二
月
十
六
日
、
正
保
元
年
に
改
元
。

21　
『
古
事
記
』
三
巻
三
冊
（
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵　

米
沢
善
本
一
五
八
）

　

市
立
米
沢
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

https://w
w
w
.library.yonezaw

a.yam
agata.jp/dg/A

A
158.htm

l

　

米
沢
善
本
と
は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）、
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
同
志
社
東
方

文
化
講
座
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
市
立
米
沢
図
書
館
に
来
訪
し
、
同
館
の
な
か
で
特

に
善
本
と
さ
れ
た
漢
籍
一
四
六
部
、
和
書
六
十
二
部
に
解
題
が
付
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
同
市
で
は
そ
の
二
〇
八
部
の
善
本
を
「
米
沢
善
本
」
と
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
化

し
、
ほ
か
の
資
料
を
「
興
譲
館
本
」
と
し
て
整
理
し
て
い
る
（
前
掲
⑺
青
木
論
文
、

五
六
七
〜
五
六
八
頁
、
内
田
智
雄
「
ハ
ー
バ
ー
ド
・
燕
京
・
同
志
社　

東
方
文
化
講

座
シ
リ
ー
ズ
の
終
刊
に
際
し
て
」『
東
洋
史
研
究
』
一
九―

一
、
一
九
六
〇
年
）。

22　

編
纂
の
成
果
と
し
て
は
、

　
　
「
上
杉
家
家
記
」（
上
杉
文
書
四
三
〜
四
四
）
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『
米
沢
藩
衰
弊
録
ー
一
名
・
森
平
右
衛
門
誅
戮
記
』（
米
沢
活
版
凹
洲
舎
、
一

　
　

八
九
〇
年
）

　
　
「
戊
辰
紀
事
」（
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
）

　
　
『
奥
羽
同
盟
始
末
』（
山
形
活
版
社
、
一
九
〇
八
年
）

　
　
「
新
編
最
上
義
光
事
歴
」（
山
形
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）

な
ど
が
あ
る
（
山
形
県
立
図
書
館
編
『
故
伊
佐
早
謙
先
生
閲
歴
』、
一
九
三
〇
年
）。

23　

榮
野
川
敦
、
勝
連
晶
子
「
戦
前
に
流
出
し
た
琉
球
・
沖
縄
関
係
資
料
に
つ
い

て
」、
前
掲
書
⑷
所
収
。 

24　
『
朱
子
記
録
』
は
、『
蔡
大
鼎
関
連
資
料
集
５
』（
う
る
ま
市
立
図
書
館
市
史
編

さ
ん
係
編
、
う
る
ま
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
）
に
お
い
て
、
す
べ
て
写
真
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

25　

う
る
ま
市
立
中
央
図
書
館
市
史
編
さ
ん
室
編
『
う
る
ま
漢
詩
ロ
ー
ド
散
策
』

N
o.3

、
二
〇
一
四
年
、
十
三
頁
。

26　

前
掲
書
25
、
六
頁
。

27　
『
米
沢
市
史
』
第
三
巻
、
近
世
編
２
、
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
三

年
、
四
五
〇
〜
四
五
一
頁
。

　
「
小
森
沢
火
事
」
と
は
、
西
割
出
町
（
現
松
が
岬
三
丁
目
）
に
あ
っ
た
小
森
沢
仁

右
衛
門
の
邸
宅
よ
り
出
火
し
、
城
下
の
町
人
街
や
興
譲
館
、
武
芸
所
、
町
奉
行
所
、

ま
た
米
沢
城
二
の
丸
に
も
火
は
移
り
、
北
矢
倉
門
、
昌
寿
院
御
住
居
、
御
廐
、
御
作

事
屋
な
ど
も
焼
失
し
た
火
事
で
あ
る
。
そ
の
火
事
で
侍
屋
敷
三
六
〇
軒
、
寺
院
十
四

堂
、
町
屋
敷
六
二
〇
軒
が
焼
失
し
、
そ
の
前
年
に
起
き
た
三
月
の
「
西
屋
火
事
」
と

四
月
の
「
米
屋
家
事
」
に
続
く
火
災
に
、
藩
は
救
済
米
や
材
木
の
支
給
を
行
い
、
そ

の
対
応
に
追
わ
れ
た
。　

28　

森
鹿
三
「
米
沢
藩
学
と
そ
の
図
書
の
歴
史
」（
前
掲
書
⑺
『
米
沢
善
本
の
研
究

と
解
題
』
所
収
）。

29　

佐
々
木
紀
一
談
「
江
戸
初
期
の
「
城
西
聯
句
」
写
本
」（「
山
形
新
聞
」
一
九
九

九
年
八
月
十
日
）。

30　

前
掲
⑺
青
木
論
文
、
五
七
四
頁
。

31　
『
山
形
県
印
刷
文
化
史
』
、
山
形
県
印
刷
協
同
組
合
、
一
九
七
一
年
、
一
三
四

頁
。
山
形
県
内
の
地
域
史
出
版
の
契
機
と
な
っ
た
『
編
年
西
村
山
郡
史
』（
山
形
県
西

村
山
郡
編
、
一
九
一
五
年
）
の
印
刷
は
、
山
形
市
旅
籠
町
の
印
刷
所
で
あ
る
熊
谷
活

版
所
（
熊
谷
末
蔵
）
が
行
っ
て
い
る
。
こ
の
印
刷
所
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
山
形
県
史
』
四
巻
の
印
刷
も
行
っ
て
お
り
、
郷
土
史
家 

伊
佐
早
の
活
動
面
を
知
る
上
で
も
、
こ
の
山
形
市
内
の
印
刷
所
と
の
関
係
は
重
要
な

視
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
検
討
し
た
い
。

32　
『
古
文
真
宝
前
集
』
中
巻
、『
古
文
真
宝
後
集
』
上
下
巻
の
三
冊
は
、
『
図
書
原

簿
』
に
よ
れ
ば
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
八
月
の
蔵
書
点
検
時
に
す
で
に
不

明
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
篆
刻
千
字
文
』【
表
２
】
も
同
様
に
所
在
不
明
で
あ
る
。

　

本
目
録
作
成
に
あ
た
り
、
新
宮
学
氏
（
山
形
大
学
名
誉
教
授
）、
小
林
文
雄
氏（
米

沢
女
子
短
期
大
学
日
本
史
学
科
教
授
）、
佐
藤
琴
氏
（
山
形
大
学
附
属
博
物
館
）
に

ご
助
言
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
謝
辞
申
し
上
げ
ま
す
。
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